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市民憲章　わたしたちは 自然を愛し 環境をととのえ 大田原を美しいまちにしましょう

●  主な内容  ●

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

７月９日（月）、  ウエストコビナ市生徒交流事業・座禅体験（不動院）７月９日（月）、  ウエストコビナ市生徒交流事業・座禅体験（不動院）

●  主な内容  ●●  主な内容  ●

総　合　……………………………………２～ ８
　大田原市人事行政の運営状況、子ども
　権利条例に関するパブリックコメント、
　市政懇談会ほか
イベント特集     ……………………………８～ ９
お知らせ　…………………………………９～ 22
天文館　………………………………………… 22
ピアートホール・図書館　…………………… 23
与一伝承館・彫刻周遊　……………………… 24
ハーモニーホール　…………………………… 25
フォトスケッチ　……………………………… 26

■  今月の納付  ■

市・県民税２期　   　  　　　８月31日（金）納期限

国民健康保険税３期　　　　８月31日（金）納期限

介護保険料２期　　　　　　８月31日（金）納期限

後期高齢者医療保険料２期　８月31日（金）納期限

納付は口座振替が便利です
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　大田原市人事行政の運営状況、子ども
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収納対策課収納管理係　　　（２３）８６３９収納対策課収納管理係　　　（２３）８６３９



総　　合

平成24年８月15日号 2

・
競
争
試
験
に
よ
る
採
用
者
数　

22
人

・
選
考
試
験
に
よ
る
採
用
者
数　

３
人

　
　
　
　
　
　
　

・
定
年
退
職　
　
　
　

29
人

・
勧
奨
退
職　
　
　
　

３
人

・
普
通
退
職　
　
　
　

５
人

 

・
懲
戒
免
職　
　
　
　

１
人

　
　
　
　
　
　
　

計　

38
人

　

下
表
の
と
お
り

●
計
画
期
間

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

　

５
年
間
で
す
。

●
基
本
方
針
の
概
要 　

・
基
準
年
度
の
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

　

の
職
員
数
６
７
０
人
を
、
平
成
27
年
４

　

月
１
日
現
在
で
６
０
３
人
と
し
、
67
人

　
（
10
・
０
％
）の
純
減
と
し
ま
す
。

・
職
員
定
数
の
削
減
は
、
退
職
者
の
不
補

　

充
お
よ
び
配
置
替
え
に
よ
り
行
う
と
と

　

も
に
、
新
し
い
行
政
需
要
に
応
じ
た
職

　

種
の
職
員
採
用
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

・
職
員
定
数
削
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

　

の
両
立
を
図
る
た
め
、
民
間
委
託
の
推

　

進
、
臨
時
職
員
の
任
用
を
積
極
的
に
行

　

い
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の

　

年
次
別
進
捗
状
況（
実
績
）の
概
要

　

３
ペ
ー
ジ
最
上
段
の
表
の
と
お
り

（注）職員数は、教育長、地方公務員の身分を有する休職者・派遣職員を含み、市長・副市長、臨時・非常勤
　　   職員、他の地方公共団体への派遣職員を除きます。　　

部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）
職　員　数

合　計

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
小　　計
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会 

計 

部 

門

特
別
行
政

部    

門

平成23年
7人

135　
41　
114　
32　
5　
36　
10　
74　
454　
133　
133　
10　
15　
35　
 60　
647　

平成24年
7人

130　
38　
106　
37　
 5　
34　
13　
73　
443　
129　
129　
10　
15　
37　
 62　
634　

対前年
増減数

▲  5人
▲  3　
▲  8　
 5　
　

▲  2　
3　

▲  1　
▲11　
▲  4　
▲  4　

　
　
2　
 2　

　▲13　

主な増減理由

事務の統廃合縮小に伴う人員減
事務の統廃合縮小に伴う人員減
事務の統廃合縮小に伴う人員減
事務量の増大に伴う人員増

事務の統廃合縮小に伴う人員減
事務量の増大に伴う人員増
事務の統廃合縮小に伴う人員減

学校給食調理業務（２校）を民間委託

事務量の増大に伴う人員増

大
田
原
市
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
状
況

　

市
職
員
の
任
免
や
給
与
な
ど
、
本
市
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
職
員
の
職
員
数
や

給
与
な
ど
人
事
行
政
全
般
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
一
層
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
任
用
状
況

（
平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
者
数
）

職
員
の
退
職
状
況

（
平
成
23
年
度
中
）

部
門
別
職
員
数
の
状
況
と

主
な
増
減
理
由

定
員
適
正
化
計
画
の
概
要

お
よ
び
進
捗
状
況



平成24年８月15日号3

総　　合

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

人件費の状況（普通会計決算）

職員平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況（平成 23 年４月１日現在）

職員の初任給の状況（平成 23 年４月１日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23 年４月１日現在）

職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）職員数は、教育長、地方公務員の身分を有する休職者・派遣職員を含み、市長・副市長、臨時・非常勤職員、
　　他の地方公共団体への派遣職員を除きます。

（注）一般行政部門と教育部門の一般職の給与費の決算額です。職員手当には退職手当を含みません。

（注）「給与」は「給料」に「諸手当」を加えたものです。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

区　分

平成22年度

区　分

平成22年度

区　分

大田原市

国

歳出額

千円
31,324,964

給　　料
千円

2,239,788

平均給料月額
円

329,700

327,205

平均年齢
歳

42.6

42.3

平均給与月額
円

384,047

平均給料月額
円

292,200

283,862

平均年齢
歳

50.6

49.5

平均給与月額
円

307,826

職員手当
千円

　263,974

期末・勤勉手当
千円

　794,047

計　Ｂ
千円

3,297,809

１人当たり給与費
Ｂ／Ａ

千円
5,433

職員数　Ａ

人
607

人件費

千円
　5,175,561

人件費率

％
16.5

平成24年
４月１日

　639人

　634人

　▲ 5

平成23年
４月１日

　 654人

　 647人

　 ▲ 7

大田原市

172,200円

140,100円

大学卒

高校卒

国

172,200円

140,100円

平成25年
４月１日

630人

住民基本台帳人口
（平成23年３月31日）

人 
73,688

平成21年度の
人  件  費  率

%
16.2

平成26年
４月１日

625人

　 

平成27年
４月１日

603人

期　日

計画と実績の差（Ｂ）－（Ａ）

各年度の
職 員 数

計画（Ａ）

実績（Ｂ）

給　　与　　費

技能労務職一般行政職

一般行政職

区　　　分

大学卒

高校卒
一般行政職

区　　　分 経験年数15年

301,367円

265,767円

経験年数10年

258,950円

232,150円

経験年数20年

358,600円

310,400円



総　　合

平成24年８月15日号 4

給料・報酬月額
（平成23年４月１日現在）

　　    1円
706,000円

436,500円
380,000円
355,000円

区　分

市　長
副市長

議　長
副議長
議　員

期末手当
（平成23年度支給割合）

６月期　1.40月分
12月期　1.55月分
　計　　2.95月分

６月期　1.40月分
12月期　1.55月分
　計　　2.95月分

一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

主な職員手当の状況（１）（平成 23 年４月１日現在）

区　分

標準的な職務内容

職員数　人

構成比　％

７級

課長等

30

7.2

６級

課  長  等
総括主幹等

35

8.4

５級

主　幹
副主幹

65

15.7

４級

係　長
主　査

47

11.3

３級

主　査

153

36.9

２級

主任主事等

29

7.0

１級

主事等

43

10.4

区　分

扶養手当

住居手当

内　　　　容

（１）配偶者
（２）配偶者以外の扶養親族　１人につき
　　①配偶者がいない場合は、そのうち１人について
　　②満 16歳の年度初めから満 22歳の年度末までの子についての加算

（１）賃貸住宅
　　①家賃が 23,000円以下の場合　　家賃の月額から 12,000円を控除した額
　　②家賃が 23,000円を超える場合　（家賃月額     －23,000円）×１ / ２ +11,000円
                                                                                      （支給限度額　27,000円）
（２）持家住宅
　　　2,500円

13,000円
6,500円
11,000円
5,000円

主な職員手当の状況（２）

特別職の報酬等の状況

区　分

期末手当
勤勉手当

退職手当

内　　　　容

（平成23年度支給割合）
　　　　　期末手当　　  勤勉手当
６月期　　1.225月分　　 0.675月分
12月期　　1.375月分    　  0.675月分
　計　　　2.60月分　　   1.35月分（職務上の段階、職務の級等による加算措置　有）

（平成23年度）
（支給率）　　自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置　勧奨退職　２～20％加算
１人当たりの平均支給額　自己都合　　15,436千円
　　　　　　　　　　　　勧奨・定年　25,345千円

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、22年度に退職した職員に支給された平均額です。

８級

部長等

13

3.1

（注１）市長の給料月額については、平成 23 年４月
１日から４月 30 日まで１円、平成 23 年５
月１日から 873,000 円としています。

（注２）副市長の給料月額については、平成 22 年７
月１日から 706,000 円としています。

（注３）議長、副議長、議員の報酬月額は、平成 23 年
７月１日から平成 23 年 11 月 30 日まで議
長は 436,500 円、副議長は 355,500 円、議員
は 324,000 円としています。
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総　　合

・
平
均
取
得
日
数　

６
・
７
日

・
取
得
率　
　
　
　

17
・
４
％

※
育
児
休
業
取
得
者
を
除
き
ま
す
。

・
育
児
休
業
取
得
者　
　

３
人

・
介
護
休
暇
取
得
者　
　

な
し

●
分
限
処
分
者

●
懲
戒
処
分
者

・
承
認
件
数　

44
件

・
従
事
内
容　

農
林
業　

35
件

　
　
　
　
　
　

そ
の
他　

９
件

●
定
期
健
康
診
断
な
ど

・
実
施
回
数　
　
　

６
回

・
受
診
者
数　

３
７
０
人

●
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

・
受
診
者
数　

３
７
３
人

●
そ
の
他
の
検
診
な
ど

・
実
施
回
数　
　
　

４
回

・
受
診
者
数　
　
　

72
人（
B
型
肝
炎
）

　
　
　
　
　
　

１
６
６
人（
歯
科
検
診
）

・
認
定
件
数　

２
件

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
23
年
度
に
新

　

た
な
措
置
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
23
年
度
に
新
た

　

な
不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
23
年
度
に
新

　

た
な
苦
情
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

　

し
た
。

●
概
　
要　

大
田
原
市
職
員
互
助
会
は
、

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定
に
基
づ

　

き
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を
実
施
す
る

　

た
め
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
職
員
の
掛

　

金
と
大
田
原
市
な
ど
の
交
付
金
を
も
と

　

に
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
会
員
数　

６
５
８
人

（
注
）平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
。
会
員
数

　

に
は
公
益
的
法
人
の
職
員
を
含
み
ま
す
。

○
会
員
の
掛
金
の
み
で
実
施
し
て
い
る
事
業

・
給
付
事
業（
慶
弔
金
や
見
舞
金
の
給
付
）

・
駐
車
場
事
業（
職
員
の
駐
車
場
使
用
料

　

の
一
部
助
成
）

・
地
域
奉
仕
活
動

○
会
員
の
掛
金
と
交
付
金
で
実
施
し
て
い

　

る
事
業

・
厚
生
事
業（
家
族
旅
行
の
実
施
、
芸
術

　

鑑
賞
の
一
部
助
成
）

・
与
一
ま
つ
り
参
加
事
業

・
サ
ッ
カ
ー
観
戦
事
業（
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
ホ
ー

　

ム
ゲ
ー
ム
観
戦
）

・
職
員
研
修
費
助
成

○
交
付
金
の
み
で
実
施
し
て
い
る
事
業

・
人
間
ド
ッ
ク
利
用
等
助
成

●
平
成
23
年
度
決
算
額

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

総
務
課
人
事
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

年
次
有
給
休
暇
取
得
の
状
況

（
平
成
23
年
度
）

育
児
休
業
お
よ
び
介
護
休
暇

取
得
者
数（
平
成
23
年
度
）

分
限
処
分
お
よ
び
懲
戒
処
分

の
状
況（
平
成
23
年
度
）

営
利
企
業
従
事
の
状
況

（
平
成
23
年
度
）

職
員
研
修
の
実
施
状
況

（
平
成
23
年
度
）

職
員
の
健
康
管
理
の
状
況

（
平
成
23
年
度
）

公
務
災
害
補
償
の
実
施
状
況

（
平
成
23
年
度
）

勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
の
要
求
の
状
況

不
利
益
処
分
に
関
す
る

不
服
申
し
立
て
の
状
況

職
員
の
福
利
厚
生

（
大
田
原
市
職
員
互
助
会
）の
状
況

職
員
か
ら
の
苦
情
の

処
理
状
況

　

公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ

　

と
を
目
的
と
し
た
処
分
で
す
。

（
注
）懲
戒
処
分
と
は
、
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ

　

し
く
な
い
非
行
が
あ
る
場
合
に
、
職
員
の
一
定

　

の
義
務
違
反
に
対
す
る
道
義
的
責
任
を
問
い
、

処分者数

　０人

０

５

０

５

区　分

降　任

免　職

休　職

降　給

合　計

（
注
）分
限
処
分
と
は
、
公
務
の
能
率
の
維
持
や

　

そ
の
適
正
な
運
営
の
確
保
の
目
的
か
ら
、
勤
務

　

成
績
不
良
、
心
身
の
故
障
な
ど
の
た
め
職
員
が

　

十
分
職
責
を
果
た
せ
な
い
場
合
に
、
職
員
の
意

　

に
反
し
て
行
う
処
分
で
す
。

処分者数

　２人

１

０

１

４

区　分

戒　告

減　給

停　職

免　職

合　計

科　目

会 員 掛 金

交　付　金

助　成　金

繰　越　金

繰　入　金

雑　収　入

合　計

収入額（円）

8,961,805

8,091,004

0

1,664,963

0

6,889,895

25,607,667

科　目

給付事業費

体育奨励費

厚生事業費

研　修　費

事 務 局 費

予　備　費

合　計

支出額（円）

3,713,000

200,000

11,874,575

6,172,090

1,460,736

0

23,420,401

研　修　区　分

那須地区広域行政
事務組合が実施す
る研修
栃木県・栃木県市
町村職員研修協議
会が実施する研修
大田原市が実施す
る研修
派遣研修（栃木県・
自治大学校など）

合　計

実施件数

　18件

18

７

７

50

参加人数

  225人

 47

403

13

688
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●
意
見
公
募
の
内
容
な
ど

　

現
在
、
市
で
は「
大
田
原
市
子
ど
も
権

　

利
条
例
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
権
利
条
例
と
は
、
子
ど
も
の
権

　

利
を
保
障
し
、
市
・
保
護
者
・
学
校
・

　

市
民
な
ど
の
役
割
を
明
確
に
し
、
子
ど

　

も
が
幸
福
で
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

　

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め

　

の
も
の
で
す
。

　

条
例
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民

　

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

　

さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
を
集
約
し
検
討

　

を
行
い
、
平
成
25
年
４
月
１
日
の
施
行

　

を
目
指
し
ま
す
。

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方（
個
人
、

　

団
体
を
問
い
ま
せ
ん
）

 

・
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中
の
方

 

・
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
方

　

ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

 

・
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

 

・
今
回
の
条
例
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
条
例
案
の
公
表
お
よ
び
閲
覧
方
法

　

左
記
の
提
出
期
間
中
、
次
の
い
ず
れ
か

　

の
方
法
に
よ
り
条
例
案
を
閲
覧
ま
た
は

　

入
手
で
き
ま
す
。

《
閲
覧
・
入
手
》　

 

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　

tochigi.jp
 

・
政
策
推
進
課　

 
・
湯
津
上
支
所

 
・
黒
羽
支
所

※
閲
覧
受
付
は
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
提
出
期
間

　

８
月
15
日（
水
）〜
９
月
５
日（
水
）

※

郵
便
の
場
合
は
９
月
５
日（
水
）ま
で
の

　

消
印
有
効

●
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
書
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

　

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ

　

か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
便

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

③
電
子
メ
ー
ル

④
条
例
案
の
閲
覧
場
所
の
窓
口
へ
直
接
提
出

※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
意
見
の
取
り
扱
い

 

・
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
に

　

つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の

　

考
え
方
を
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
場
合
は
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

 

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接
、
個
別

　

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

・
意
見
公
募
結
果
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、

　

ご
意
見
提
出
者
の
氏
名
そ
の
他
の
個
人

　

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　

〒
３
２
４‐

８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１‐

４‐

１

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
８

　
　
　

seisakusuishin@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

 

　

７
月
７
日（
土
）、市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー

ル
で
、「
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
中
で
、

社
会
環
境
の
浄
化
と

青
少
年
の
健
全
育

成
・
非
行
の
防
止
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文

と
標
語
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
10
名
の
小
中

学
生
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
受
賞
者
３
名
に

よ
る
作
文
発
表
、
防
犯
ア
ナ
リ
ス
ト
の
梅

本
正
行
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
作
文
の
部
】

　

荒
井　

紫
乃（
西
原
小
６
年
）

　

増
渕　

菜
月（
奥
沢
小
６
年
）

　

小
山　

萌
夏（
大
田
原
中
３
年
）

　

沼
野
井　

志
穂（
野
崎
中
２
年
）

【
標
語
の
部
】

　

藤
田　

将
大（
大
田
原
小
３
年
）

　

は
せ
が
わ  

あ
や
と（
佐
良
土
小
１
年
）

　

星
野　

新
世（
羽
田
小
６
年
）

　

猪
股　

唯
菜（
蜂
巣
小
４
年
）

　

伊
藤　

朱
里（
若
草
中
１
年
）

　

土
屋　

昂
平（
黒
羽
中
２
年
）

■
問
い
合
わ
せ

　

少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
２
）５
８
８
４

　
「
大
田
原
市
子
ど
も
権
利
条
例（
案
）」に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）し
ま
す
。

大
田
原
市
子
ど
も
権
利
条
例
に
関
す
る
意
見

を
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）し
ま
す

大
田
原
市
子
ど
も
権
利
条
例
に
関
す
る
意
見

を
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）し
ま
す

　

市
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
の
策
定

に
あ
た
っ
て
、
そ
の
計
画
の
趣
旨
、

目
的
、
内
容
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
、
広
く

意
見
を
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
て
市
が

最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
手
続
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

意
見
公
募
手
続
の
目
的
は
市
政
運

営
に
お
け
る
公
正
性
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
市
政
参
加
を
促
進
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

※

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
手
続
と
は

※

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
手
続
と
は

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

も
と 

ま
さ
ゆ
き

う
め

あ
ら  

い　

          

し    

の

ほ
し  

の　

       

あ
ら   

た

ふ
じ  

た　

      

し
ょ
う
だ
い

ぬ
ま   

の    

い　

 　
　

 

し   

ほ

  

こ  

や
ま　

      

も
え   

か

ま
す
ぶ
ち　

        

な  

つ
き

い
の
ま
た　

      

ゆ
い 

な

い  

と
う　

      

あ
か  

り

つ
ち  

や　

      

こ
う
へ
い

西原小  荒井 紫乃さんの
作文発表
西原小  荒井 紫乃さんの
作文発表
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成
人
式
の
お
知
ら
せ

大田原中・若草中
親園中・金田北中
金田南中・野崎中
佐久山中

湯津上中

川西中・黒羽中
須賀川中・両郷中

開催地区

大田原地区

湯津上地区

黒羽地区

対象者
（出身中学校） 日　　時 受付時間 会　　場

平成 25 年１月13日（日）
午前 10 時 40 分開式

平成 25 年１月３日（木）
午前９時開式

平成 25 年１月13日（日）
午前９時 20 分開式

午前９時 30 分
～ 10 時

午前８時 30 分
～８時 50 分

午前８時 30 分
～９時 10 分

那須野が原
ハーモニーホール

湯津上庁舎
103・104 会議室

大田原市
ピアートホール

【 平成 24 年度大田原市成人式典 】

　

市
で
は
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
区
の
代
表
の
方
々
か
ら
市

政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
聴
く
広

聴
事
業
と
し
て
、
市
政
懇
談
会
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
に
は
市
長
を
は
じ
め
副
市
長
、

教
育
長
、
各
部
長
な
ど
市
の
幹
部
職
員
が

出
席
し
、
懇
談
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
共
通
認
識
の
も
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
7
月
９
日（
月
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で
の
間
、
地
区
公
民
館
な
ど
を
会

場
に
市
内
を
10
地
区
に
分
け
開
催
し
ま
し

た
。
各
地
区
か
ら
は
自
治
会
長
や
役
員
の

皆
さ
ん
１
８
７
名
の
方
に
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
地
元
市
議
会
議
員
に
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
市
長
か
ら
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
市
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
地
区
区
長
会
長
の
進
行
で
自
治

会
長
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
意
見
や
要
望

を
お
聴
き
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
考

え
方
に
つ
い
て
部
長
な
ど
を
通
じ
て
回
答

し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
質

問
は
56
件
で
、「
公
共
交
通
・
交
通
安
全

対
策
」、「
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

問
題
」、「
市
道
の
舗
装
や
改
良
に
関
す
る

こ
と
」な
ど
多
く
の
地
域
で
懇
談
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
活
発
に
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
市
側
か
ら「
自
主
防

災
組
織
の
推
進
」に
つ
い
て
の
懇
談
テ
ー

マ
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
仮
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
ら
守
る
自
主
防
災
組
織
を
市
内
全
域
に

立
ち
上
げ
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
た
い
と
い
う

市
の
考
え
方
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
終
了
し

た
後
は
、
自
由
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
、

色
々
な
要
望
や
、
市
に
対
す
る
建
設
的
な

意
見
・
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き
市
政
運
営

の
参
考
と
な
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　

大
田
原
、
湯
津
上
、
黒
羽
の
３
地
区
で
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
該
当
者

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
日
時
・
場
所
な
ど

　

下
表
の
と
お
り

●
式
典
へ
の
参
加

 

・
11
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

　

は
、
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま

　

す
。

 

・
市
内
に
住
所
の
な
い
方
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
12
月
７
日（
金
）

　

ま
で
に
該
当
す
る
地
区
の
申
し
込
み
先

　

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
参
加
す
る
場
合
の
開
催
地
区
は
、
下
記

　

の
出
身
中
学
校
ご
と
に
な
り
ま
す
。
変

　

更
希
望
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

　

当
地
区
公
民
館
な
ど
に
電
話
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〈
大
田
原
地
区
〉

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
０
８
０

〈
湯
津
上
地
区
〉

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

〈
黒
羽
地
区
〉

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

各
地
区
で
市
政
懇
談
会
を
開
催

各
地
区
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

黒羽地区の市政懇談会
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｢結
婚
し
た
い
け
ど
…
。
素
敵
な
相
手

に
め
ぐ
り
会
わ
な
い
｣｢異
性
と
知
り
合
う

機
会
が
少
な
い
｣と
い
う
未
婚
の
男
女
に

｢出
会
い
の
場
」を
提
供
し
ま
す
。

●
日　

時　

10
月
６
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場　

所　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

●
内　

容　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ゲ
ー
ム
な

　

ど（
司
会
進
行　

だ
い
ま
じ
ん
）

●
募
集
人
数　

男
女
各
20
名

●
参
加
条
件

　

年
齢
が
25
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
未
婚
者

　

で
、
男
性
は
市
内
在
住
に
限
る
。
た
だ

　

し
男
女
と
も
学
生
は
除
く
。

●
参
加
費
用　

男
女
と
も
３
０
０
０
円

●
募
集
期
間

　

８
月
27
日（
月
）〜
９
月
21
日（
金
）

●
応
募
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

　

性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
趣
味
特
技

　

な
ど
自
己
Ｐ
Ｒ
⑧
電
話
を
受
け
ら
れ
る

　

時
間
帯
を
記
載
し
て
、
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ

　

Ｘ
ま
た
は
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
。

●
応
募
先

　

〒
３
２
０
‐
８
５
３
１

　

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
統
括
事
業
部

　

｢大
田
原
市
出
会
い
事
業
｣係

　
　
　

 

０
２
８（
６
５
０
）６
６
３
１

　

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
.tochigi-tv.jp/

●
参
加
決
定　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
。
決
定
の
通
知
は
本
人
あ
て
に
文
書

　

で
通
知
。
集
合
場
所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

な
ど
も
あ
わ
せ
て
連
絡
。

■
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
統
括
事
業
部

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）０
０
３
２

　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
、

　

  

土
・
日
・
祝
日
は
休
業
）

　

市
政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　

 ●
主　

催

　

大
田
原
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

●
募
集
テ
ー
マ　

車
窓（
大
田
原
市
内
を

　

走
る
東
野
バ
ス
・
市
営
バ
ス
を
対
象
）

　

か
ら
の
大
田
原
の
風
景

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
可（
年
齢
・
国
籍
・

　

ア
マ
・
プ
ロ
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
サ
イ
ズ

　

フ
リ
ー（
１
人
２
点
ま
で
）

●
応
募
規
定

①
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
作
品
・
携
帯
カ
メ
ラ

　

作
品
も
可（
合
成
写
真
は
不
可
）

②
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ

　

ん
。

③
類
似
作
品
・
二
重
応
募
作
品
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い
。

④
被
写
体
が
人
物
の
場
合
は
、
本
人
の
承

　

諾
を
得
て
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
応
募
作
品
は
他
の
著
作
権
、
肖
像
権
に

　

抵
触
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
応
募
作
品
は
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た

　

も
の
に
限
り
ま
す
。

⑦
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
側
に
帰

　

属
し
、
宣
伝
物
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

⑧
平
成
23
年
11
月
か
ら
応
募
期
間
ま
で
に

　

撮
影
し
た
も
の
で
未
発
表
の
写
真
。

●
応
募
期
間

　

９
月
15
日（
土
）〜
11
月
15
日（
木
）

●
応
募
方
法　

１
作
品
に
１
応
募
用
紙
を

　

添
付
し
て
大
田
原
商
工
会
議
所
へ
申
し

　

込
み
。
申
し
込
み
用
紙
は
大
田
原
商
工

　

会
議
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
携
帯

　

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可
。

●
応
募
先

　

大
田
原
商
工
会
議
所
振
興
課

　
「
車
窓
か
ら
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」係

　
　

〒
３
２
４‐

０
０
５
１

　
　

大
田
原
市
山
の
手
１‐

１‐

１

　
　

皇
漢
堂
ビ
ル
１
階

　
　
　

 syasou@
ohtaw

aracci.or.jp

●
審　

査

　

11
月
末
に
主
催
者
に
お
い
て
審
査
を
行

　

い
、
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
。
ま
た
、

　

大
田
原
商
工
会
議
所
会
報
、
大
田
原
市

　

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（　

http://w
w
w
.e-ohtaw

ara.jp/

）

　

に
入
賞
者
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

●
表　

彰　

賞
状
・
副
賞
の
発
送
を
も
っ

　

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
賞

 

・
最
優
秀
賞　

１
名

　
（
賞
状
、
副
賞 
商
品
券
１
万
円
）

 

・
優
秀
賞　

２
名

　
（
賞
状
、
副
賞 

商
品
券
５
０
０
０
円
）

 

・
入
賞　

５
名

　
（
賞
状
、
副
賞 

商
品
券
３
０
０
０
円
）

●
入
賞
作
品
の
展
示

　

市
内
を
走
る
東
野
バ
ス
・
市
営
バ
ス
車

　

内
に
展
示

　

12
月
10
日（
月
）〜
24
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

那
珂
川
で
結
ば
れ
て
い
る
那
須
町
お
よ

び
大
田
原
市
の
国
道
２
９
４
号
沿
線
に
は
、

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
な
ど
の
優
れ

た
地
域
資
源
が
存
在
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
な
か
が
わ
水
遊
園「
那
珂

川
大
感
謝
祭
」と「
那
珂
川
あ
ゆ
街
道
ま
つ

り
」の
同
時
開
催
と
な
り
、「
食
」を
通
し

て
あ
ゆ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
農
産
物
や

地
域
資
源
の
良
さ
を
消
費
者
の
皆
さ
ま
に

お
伝
え
し
ま
す
。

●
日　

時

　

９
月
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

な
か
が
わ
水
遊
園

●
内　

容

 

・
展
示
コ
ー
ナ
ー（
展
示
・
Ｐ
Ｒ
）

 

・
味
わ
う
コ
ー
ナ
ー（
飲
食
・
販
売
）

●
主　

催　

　

那
珂
川
あ
ゆ
街
道
推
進
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ　
　

３
階

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

第
６
回
大
田
原
市
出
会
い
事
業

参
加
者
募
集

第
２
回
大
田
原
市
車
窓
か
ら
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

第
４
回「
那
珂
川
あ
ゆ
街
道

ま
つ
り
」開
催

第
４
回「
那
珂
川
あ
ゆ
街
道

ま
つ
り
」開
催
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第
３
回
一
店
逸
品
お
店
回
り

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

第
３
回
一
店
逸
品
お
店
回
り

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

一
店
逸
品
運
動
実
行
委
員
会
で
は
、
参

加
店
の
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
お
す
す
め
の

品
を
逸
品
と
し
て
開
発
・
発
掘
し
な
が
ら
、

本
当
の「
専
門
店
」を
目
指
し
、
１
年
間
研

究
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
、
大
田
原
の
歴

史
を
聞
き
な
が
ら
研
究
し
て
き
た
各
お
店

の
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
、
逸
品
を
見
た
り
、

味
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
魅
力
の
再
発
見
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時

　

９
月
７
日（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時（
午
後
１
時
か

　

ら
逸
品
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
）

●
集
合
場
所

　

大
田
原
商
工
会
議
所
４
階

●
定
　
員　

10
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

８
月
20
日（
月
）〜

   

31
日（
金
）の
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時（
土
・
日
を
除 

　

く
）に
、
左
記
ま
で

　

電
話
ま
た
は
直
接

　

申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
方

に
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
喪
主
の
方
の
印
か
ん

 
・
喪
主
の
方
の
名
義
の
預
金
通
帳

●
時
　
効

　

葬
祭
を
行
っ
て
か
ら
２
年
が
経
過
す
る

　

と
、
時
効
と
な
り
申
請
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

　

さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
加
入
し

　

て
い
た
健
康
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　

犬
を
飼
う
場
合
、「
動
物
の
保
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」、「
栃
木
県
動
物
の

飼
育
及
び
保
管
に
関
す
る
条
例
」お
よ
び

「
狂
犬
病
予
防
法
」な
ど
に
よ
り
、
主
に
次

の
４
点
を
遵
守
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
正
し
く
飼

う
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
は
常
に
係
留（
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
、

　
柵
で
囲
う
な
ど
）し
ま
し
ょ
う
。

　
　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
も
、
鎖
な
ど

　

で
必
ず
つ
な
ぎ
、
犬
を
放
す
行
為
は
絶

　

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
に
危
害

　

を
加
え
な
く
て
も
、
農
作
物
を
荒
ら
し

　

た
り
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
す
る
こ

　

と
が
考
え
ら
れ
、
何
か
起
き
た
場
合
は
、

　

飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
　

周
囲
に
人
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て

　

散
歩
中
に
放
す
こ
と
も
絶
対
に
や
め
て

　

く
だ
さ
い
。

②
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

　
し
ょ
う
。

　
　

一
番
多
い
苦
情
で
す
。
自
分
の
敷
地

　

内
に
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

他
人
の
田
畑
な
ど
は
言
う
ま
で
も
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
道
路
や
河
川
な
ど
も
多
数

　

の
方
が
利
用
す
る
も
の
で
す
の
で
、
必

　

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

そ
の
場
に
埋
め
る
な
ど
の
行
為
も
迷

　

惑
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。
持
ち

　

帰
っ
た
フ
ン
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
し

　

て
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
で
す
。

③
犬
の「
鳴
き
声
」な
ど
で
ご
近
所
の
迷
惑

　
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

無
駄
吠
え
は
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
犬
小
屋
周

　

辺
の
清
掃
、
適
度
な
運
動（
散
歩
）を
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に

　

関
す
る
法
律
」で
は
、｢

人
に
迷
惑
を
及

　

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ご
近
所
か
ら
飼
い
犬
が
原
因
で
嫌
な

　

思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
適
正
な
管

　

理
に
努
め
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
こ
と
に

　

対
し
て
理
解
を
得
る
な
ど
し
て
、
ご
近

　

所
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま

　

し
ょ
う
。

④
犬
の「
登
録
」と「
狂
犬
病
予
防
注
射
」を

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
に
は「
登

　

録
」と「
狂
犬
病
予
防
注
射
」が
法
律
で

　

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
未

　

登
録
で
飼
っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
登
録

　

を
し
て
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
役
所
な
ど
で
保
護
す
る
迷
い
犬
の

　

ほ
と
ん
ど
は
、｢

鑑
札｣

や｢

注
射
済
票｣

　

が
装
着
さ
れ
て
な
く
、
飼
い
主
の
特
定

　

が
で
き
ず
に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引

　

き
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
装
着
し
て

　

い
れ
ば
、
必
ず
飼
い
主
の
も
と
へ
帰
る

　

こ
と
が
で
き
、
処
分
さ
れ
る
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。  ｢

う
ち
の
犬
は
大
丈
夫｣

と

　

思
っ
て
い
て
も
、
逃
げ
て
し
ま
っ
て
か

　

ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。
そ
の
際
、
首
輪

　

を
し
て
い
て
も
所
有
者
が
判
断
で
き
な

　

け
れ
ば
野
良
犬
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て

　

し
ま
い
ま
す
の
で
、
鑑
札
は
必
ず
装
着

　

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
首
輪
が
抜
け
て
、
ま
た
は
鎖

　

な
ど
が
切
れ
て
逃
げ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
外
れ
な
い
よ
う
に

　

日
頃
か
ら
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

国
保
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
葬
祭
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

第２回一店逸品お店回りツアー第２回一店逸品お店回りツアー
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お知らせ

●
日
　
時

　

９
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※

土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
相
談
内
容

　

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

　

待
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
・
障
害

　

者
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談
。

※

相
談
は
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

　

委
員
が
担
当
し
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳

　

守
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
　
　
　
　

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

　
　
　

０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）０
９
２
５

●
９
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　９月 24 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター　相談室 
　　　　  　　（２３）０２２３
◆湯津上地区
　日時　９月５日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　  　（９８）３７１５
◆黒羽地区
　日時　９月 18 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　  　　（５４）０１８４

■問い合わせ
　情報政策課広報広聴係
　　　   （２３）８７００

総合行政相談

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要ですの
で、総務課総務法規係まで電話でご予約ください。

　日時　９月 26 日（水）午後１時 30 分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　９月 19 日（水）～ 25 日（火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課総務法規係
　   　　（２３）１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　９月 26 日（水）午前 10 時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　午前９時～午後５時（土・日除く）

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　   　　（２３）０６６６

公正証書（法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　    　（２３）１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　９月 18 日（火）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　   　　（２３）０２２３
◆湯津上地区
　日時　９月５日（水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　   　　（９８）３７１５
◆黒羽地区
　日時　９月 18 日（火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　   　　（５４）０１８４

■問い合わせ
　総務課総務法規係
　　   　（２３）１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生
きている意味など。また、周辺にこのような人がい
る時など｡)
　日時　毎月10日の午前８時～11日の午前８時（24時間）
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８)５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24 時間 365 日
　　　　　　０２８（６４３)７８３０

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

電
話
相
談
開
設

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３
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９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
フ
ェ
ア

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
と
那
須
赤

十
字
病
院
で
は
、  

｢救
急
フ
ェ
ア
｣を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時　

９
月
９
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）

●
場
　
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
大
田
原
店
駐
車
場

●
内
　
容　

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
パ
ン

　

フ
レ
ッ
ト
配
布
、
心

　

肺
蘇
生
法
な
ど
の
実

　

技
講
習
、
救
急
車
・

　

消
防
車
両
の
展
示
、

　

記
念
品
の
配
布
、
日

　

赤
職
員
に
よ
る
血
圧

　

測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
第
２
課
救
急
係

　
　
　
（
２
２
）３
１
５
３

●
日
　
時　

９
月
12
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
正
午
開
場
）

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
「
メ
タ
ボ
と
ロ
コ
モ
を
予
防

　

改
善
す
る
身
体
活
動
・
運
動
」

●
講
　
師　

宮
地  

元
彦  

氏

　
（（
独
）国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
運
動

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
８
８
年
鹿
屋
体
育
大
学
体
育
ス

　

ポ
ー
ツ
課
程
卒
業
。
１
９
９
９
年
博
士

　
（
体
育
科
学
、
筑
波
大
学
）、
川
崎
医
療

　

福
祉
大
学
助
教
授
。
２
０
０
１
〜
２
０

　

０
２
年
米
国
コ
ロ
ラ
ド
大
学
客
員
研
究

　

員
。
２
０
０
６
年
独
立
行
政
法
人
国
立

　

健
康
・
栄
養
研
究
所
身
体
活
動
調
査
研

　

究
室
長
を
経
て
現
在
。
厚
生
労
働
省
関

　

係
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
を
多

　

数
務
め
る
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

１
１
０
０
名（
先
着
順
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
、
会

　

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推

　

進
委
員
会
・
大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階
　
　

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局（
健
康
政
策
課
内
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

日
本
に
お
け
る
自
殺
死
亡
者
数
は
、
平

成
10
年
以
降
毎
年
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
対
策
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
傾
聴
技
術
の
基
本
を
学
び
、
そ
の

技
術
で
相
手
の
嘆
き
や
悩
み
を
「
き
ち
ん

と
聴
く
」こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
不
安
を

軽
減
し
、
か
つ
、
そ
の
人
な
り
の
判
断
や

納
得
を
促
す
と
い
う
意
味
で
、
有
効
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
自
殺
対
策
推
進
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

９
月
14
日（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

　

自
殺
予
防
の
た
め
に　

〜
ま
ず
、
相
手

　

の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
か
ら
〜

●
講
　
師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ホ
ー

　

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会

　

理
事
長　

鈴
木  

絹
英  

氏

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

平
成
11
年
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
た

　

め
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
福
祉
団
体「
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
」を

　

設
立
。
日
本
で
初
め
て
、
ア
メ
リ
カ
よ

　

り「
シ
ニ
ア
・
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　

グ
」を
導
入
。
大
田
原
市
を
は
じ
め
、

　

自
治
体
等
主
催
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
座
の
講
師
を
多
く
務
め
る
。　

　
「
新
・
聴
く
こ
と
で
で
き
る
社
会
貢
献

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す
す
め
」、「『
傾

　

聴
』話
し
上
手
は
聴
き
上
手
」な
ど
著
書

　

多
数
。

●
対
　
象　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

３
６
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

８
月
22
日（
水
）〜
９
月
13

　

日（
木
）ま
で
に
、
健
康
政
策
課
健
康
政

　

策
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

●
日
　
時　

９
月
２
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学　

大
田

　

原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｆ
１
０
１
大
講
堂

●
内
　
容

 

・
テ
ー
マ

　
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

　
　
　
　

が
ん
チ
ー
ム
医
療
の
あ
り
方
」

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
特
色
で
あ
る
多

　

職
種
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
が
、
超
高
齢

　

社
会
を
迎
え
た
現
代
の
が
ん
医
療
の
現

　

場
で
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
、

　

第
一
線
で
活
躍
す
る
医
師
お
よ
び
各
分

　

野
の
医
療
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
講
演
。

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

　

当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
が
ん
プ
ロ
事
務
局

　
　
　
（
２
４
）３
２
０
９

平
成
24
年
度
大
田
原
市
健
康

長
寿
都
市
健
康
セ
ミ
ナ
ー

（
第
３
回
）開
催

自
殺
予
防
講
演
会
開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学

が
ん
プ
ロ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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お知らせ

●健康おおたわら塾●●健康おおたわら塾●
「アルコールと体」「アルコールと体」

■相談･問い合わせ　　１階
　健康政策課成人健康係
　　 　（２３）７６０１

　適量のお酒は血行を良くしたり、コミュニケーションを円滑にするなどの良
い面もありますが、過度の飲酒は消化管、循環器系や脳など、全身の臓器に影
響を与えます。
　今回は、アルコールと上手に付き合っていくための適切な
量や、体にどのような影響を与えるかについてご紹介します。

　適量のお酒は血行を良くしたり、コミュニケーションを円滑にするなどの良
い面もありますが、過度の飲酒は消化管、循環器系や脳など、全身の臓器に影
響を与えます。
　今回は、アルコールと上手に付き合っていくための適切な
量や、体にどのような影響を与えるかについてご紹介します。

お酒を飲むと、アルコールは胃や小腸から吸収され、血液に入って数分のうち
に全身にくまなく染みわたります。体内に入ったアルコールは肝臓に運ばれ、
大部分のアルコールがここで分解されます。
お酒を飲み過ぎると、肝臓の働きを悪くするだけでなく、全身の
さまざまな臓器に影響を与えます。

●飲み過ぎによる体への影響

≪アルコールの作用と体への影響≫
異常の
出やすい検査
異常の
出やすい検査 アルコールの作用アルコールの作用 体の状態体の状態 病　気病　気

肝機能
(AST･ALT･γｰGTP)

胃の検査

便潜血検査

中性脂肪

血糖(HbA1c)

尿酸値

血圧

肝機能
(AST･ALT･γｰGTP)

胃の検査

便潜血検査

中性脂肪

血糖(HbA1c)

尿酸値

血圧

アルコールは毒性であるた
め最優先に処理されるが､そ
の際に食べたものは処理で
きずに血中に残る。

アルコールは高エネルギー
のため､余ると脂肪として貯
まる｡脂肪が貯まると､イン
スリンが効きにくくなる。

尿酸の排泄を抑えてしまう。

小腸の運動を高め、水分の
吸収が遅くなる。

アルコール性肝炎･
肝硬変

胃炎･胃潰瘍･
胃がん

むねやけ･胃のもたれ･
食べ過ぎ

下痢

のどが渇く

症状が無いことが多
いため、健康診断を
受けて検査数値を確
認しましょう。

高血圧

糖尿病

脂質異常症･
脂肪肝

高尿酸血症･
痛風

胃の粘膜を荒らす。

小腸炎

肝細胞を再生する能力が落
ちる。

体の細胞から､水分を奪っ
てしまう。
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●健康おおたわらアンケート集計結果について
・飲酒習慣のある人のうち､多量に飲酒する人(ビール中瓶4本以上､日本酒３合以上/日)の割合

多量に飲酒する人の割合は男性で8.1%､女性で7.0%となり､前回調査(H18)
と比べると男性は増加し､女性は減少したことが分かります。

【適性飲酒10カ条】

肝臓ではアルコールを…
・１日20gまでなら肝細胞をいためずに(３～４時間かけて)処理することができます。
・１日60gが処理の限界です。(これ以上は肝細胞が休む時間がありません。)

●お酒は適量を守って飲みましょう

お酒の種類 アルコール度数 お酒の量お酒の種類 アルコール度数 お酒の量

ビール

日本酒

焼酎

ウイスキー

ワイン

缶チューハイ

５％

15％

25％

43％

14％

５％

中びん１本(500ml)

１合(180ml)

０.６合(約110ml)

ダブル１杯(60ml)

１/４本(約180ml)

１.５缶(約520ml)

①談笑し、楽しく飲むのが基本です
②食べながら適量範囲でゆっくりと
③強いお酒は薄めて飲みましょう
④週に２日は休肝日を作りましょう
⑤長時間、飲み続けるのはやめましょう

お酒は飲み方次第で、健康にプラスにもマイナスにもなります。健康のためにも、
飲み過ぎないように気をつけ、アルコールと上手につきあっていきましょう！！
お酒は飲み方次第で、健康にプラスにもマイナスにもなります。健康のためにも、
飲み過ぎないように気をつけ、アルコールと上手につきあっていきましょう！！

⑥人にお酒の無理強いをしない
⑦くすりと一緒には飲まない
⑧妊娠中・授乳中はお酒を飲まない
⑨飲酒後の運動･入浴に注意しましょう
⑩定期検査を受けましょう

前回調査(H18)

男性 女性男性 女性
今回(H23)

10.0%

9.0%

8.0%

7.0%

6.0%

5.0%

4.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%

4.4％

8.9％
8.1％

7.0％

【お酒の適量】
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健康政策課健康政策係 　　１階
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

病院群輪番制病院
(一般)

小児救急当番病院
(小児)

那須赤十字病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院

那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院
国際医療福祉大学病院

日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土

曜
日

曜
日 ●診療を受ける時は事前に救急当番病院に

　電話をしてから受診してください。

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

救急当番病院救急当番病院夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき 福島整形外科病院那須地区夜間急患診療所那須地区夜間急患診療所

９月の休日当番医９月の休日当番医

●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　局番なしの ♯８０００
　　　　　　ダイヤル回線の場合は　　０２８－６００－００９９

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●

お子さんが急な病気やけがで心配なとき、
家庭での対処方法などをアドバイスします。 電話相談電話相談

■休日当番医・那須地区夜間
　急患診療所・救急当番病院に
　関する問い合わせ電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）

２日(日)
９日(日)
16日(日)
17日(月)
22日(土)
23日(日)
30日(日)

橋本内科クリニック
藤田医院
益子医院
益子クリニック
増山胃腸科クリニック
増山医院(小滝)
増山医院(佐良土)

元町 1-2-14

野崎 2-7-14

大久保 266

黒羽田町 827

加治屋 83-413

小滝 1107-6

佐良土 861

（２２）２２２０

（２９）００１０

（５９）０８３５

（５４）２７２７

（２３）６３２１

（２２）２３３６

（９８）２００８

診療日 毎日

診療時間 午後７時～午後10時

診療科目 内科・小児科

所在地 大田原市中田原1081‐4
（那須赤十字病院１階）

●平成24年７月１日に大田原市休日等急患診療所と黒磯那須地区休日等急患診療所を統合し、那須
　地区夜間急患診療所として開設しました。

●那須郡市医師会の医師が交替で、入院の必要のない、
　かぜなどの比較的軽症な患者の診療を行います。
●診察の結果、詳しい検査や入院が必要な場合は、救急
　当番病院と連携をとり対応します。

《 配置図 》

主玄関
那須地区夜間急患診療所

入口

那須赤十字病院駐車場

駐車場

※場所は那須赤十字病院への併設ですが、那須赤十字病院とは別の医療機関になります。

コンビニ
エンスストア

大田原小

光真寺

消防署

富士電機

72

461

蛇
尾
川

中田原工業団地

那須赤十字病院

午後５時30分～翌朝午前８時30分診療時間

電話番号 ０２８７(４７)５６６３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

受付時間 午後６時30分～午後９時30分

那須赤十字病院 0287(23)1122
中田原1081-4

那須中央病院 0287(29)2121
下石上1453

菅間記念病院 0287(62)0733 　
那須塩原市大黒町2-5

0287(37)2221 　国際医療福祉大学病院 
那須塩原市井口537-3
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食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

「
第
９
回
な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト

と
ち
ぎ
の
つ
ど
い
」開
催

●「特定健康診査｣または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保険証」と「特定健
　康診査受診券」をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、健康政策課
　成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場合、ご希望の日に受診
　できないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の人間ドック ･
　脳ドックで受診した項目は、重複して受診できませんので、ご注意ください。

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　１階　　（２３）７６０１

赤堀西
須賀川地区

下石上・野崎東町

富士見ハイツ・富士見中央・富士山下

新富ニュータウン・雇用促進住宅

市内全地区

河原・明宿・上深田

北金丸

新屋敷・新道・小泉・大和久

９月２日(日)
９月14日(金)
９月15日(土)

９月16日(日)
　　

９月20日(木)
９月24日(月)
９月26日(水)
９月29日(土)

大田原東地区公民館
川上健康増進センター

石上小学校

大田原東地区公民館
　
湯津上農村環境改善センター

金田北地区公民館

金田南地区公民館

大田原東地区公民館

日にち 会　　場 対　象　地　区

●受付時間　午前8時～10時
※予約人数により受付開始時間が
　変更になることがあります。

９月の日程９月の日程９月の日程集団健診集団健診集団健診

【
ご
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
】

　
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

　

ユ
ッ
ケ
な
ど
の
肉
の
生
食
や
、
肉
の
加

熱
不
十
分
な
調
理
を
原
因
と
し
た
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ

る
食
中
毒
が
起
き
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
も
の
に
は
、
他

に
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
供
や
高
齢
者
で
は
重
症
化
し
や
す

い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
つ
い
て

 

・
生
肉
、
加
熱
不
足
の
肉
や
生
野
菜
な
ど

　

が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

・
生
肉
に
使
っ
た
調
理
器
具
に
よ
り
汚
染

　

さ
れ
た
食
品
も
原
因
に
な
り
ま
す
。

 

・
わ
ず
か
な
菌
数
で
も
発
病
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

●
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

 

・
鶏
肉
の
生
食
や
加
熱
不
十
分
な
調
理
な

　

ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
①
細
菌
を
付
け
な
い

 

・
手
洗
い
と
洗
浄

 

・
肉
な
ど
を
触
っ
た
手
や
包
丁
で
は
生
野

　

菜
は
触
ら
な
い
、
切
ら
な
い

 

・
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
扱
う

　

前
後
は
手
を
洗
う

 

・
包
丁
、
布
き
ん
、
ま
な
板
な
ど
使
用
前

　

後
は
、
洗
っ
て
か
ら
熱
湯
を

　

か
け
る
と
消
毒
効
果
が
あ
る

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い

 

・
調
理
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
る

 

・
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い　
　
　

③
細
菌
を
や
っ
つ
け
る　
　
　

 

・
加
熱
調
理（
加
熱
・
殺
菌
）　　
　

 

・
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加

　

熱
す
る　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
感
染
症
予
防
係　

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

　
　
　

　

栃
木
県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
者
は
も
と

よ
り
県
民
の
方
々
の
難
病
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
理
解
の
き
っ

か
け
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

９
月
１
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室

　
（
宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐
６
）

●
内
　
容

 

・
相
談
会

　

<

午
前
９
時
30
分
〜
12
時>

　

医
療
相
談（
消
化
器
系
疾
患
、
血
液
系

　

疾
患
）、
栄
養
相
談（
消
化
器
系
疾
患
）、

　

就
労
相
談
、
生
活
福
祉
相
談

 

・
患
者
、
家
族
交
流
会

 

・
講
演
会

　

<

午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分>

　

演
題「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
就
労
支
援
の

　
　
　
　

現
状
と
課
題
」

　

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

理
事
長　

金
井  

光
一  

氏

  

・
コ
ン
サ
ー
ト

　

<

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分>

　

音
楽
家　

岡
倉  

ゆ
か
り  

氏

  

・
各
種
団
体
Ｐ
Ｒ
、
交
流
コ
ー
ナ
ー

　

<

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分>

※
相
談
会
・
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
参

　

加
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

難
病
患
者
さ
ん
お
よ
び
家
族

　

の
方
、
難
病
相
談
支
援
関
係
者
、
難
病

　

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

　

方
、
一
般
県
民

■
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３
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一
定
距
離
を
歩
く
と
ふ
く
ら
は
ぎ
や
太

も
も
が
痛
み
ま
せ
ん
か
？
足
が
冷
え
た
り

し
び
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
は
足
の
動
脈
が
細
く
な
っ
た
り
つ

ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る『
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
』か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
放
っ
て
お
く

と『
狭
心
症
』や『
心
筋
梗
塞
』『
脳
梗
塞
』を

引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
動
脈

の
つ
ま
り
具
合
や
血
管
の
し
な
や
か
さ
が

わ
か
る
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
で
、
血
管
の
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

※

Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
と
は
？

　

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
足
と
腕
の
血
圧
を

　

同
時
に
測
定
す
る
痛
み
の
な
い
、
５
分

　

程
度
の
簡
単
な
検
査
で
す
。

●
日
　
時　

９
月
17
日（
月
・
敬
老
の
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

●
対
　
象

 

・
50
〜
65
歳
未
満
で
喫
煙
歴
の
あ
る
方
ま

　

た
は
糖
尿
病
の
方

 

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者

●
定
　
員
　
２
０
０
名（
先
着
順
）　

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

９
月
５
日（
水
）ま
で
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ

　

ま
た
は
ハ
ガ
キ（
氏
名
、
生
年
月
日
、

　

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
）で
申
し
込
み

●
そ
の
他　

同
時
に「
市
民
公
開
講
座
」を

　

開
催
し
ま
す
。

 

・
日
時　

９
月
17
日（
月
・
敬
老
の
日
）　

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

 

・
テ
ー
マ　

　
「
足
の
血
圧
測
定
は
血
管
病
予
防
の
第

　

一
歩
」―

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
未
然

　

に
防
ぐ
た
め
に―

 

・
講
師　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
心
臓

　

血
管
外
科
教
授
・
部
長　

村
上  

厚
文  

氏

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ（
月
〜
土
曜
日
）

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院　

日
本
心
・

　

血
管
病
予
防
会
栃
木
事
務
局

　

〒
３
２
９‐

２
７
６
３

　

那
須
塩
原
市
井
口
５
３
７‐

３

　
　
　

０
２
８
７
（
３
９
）３
０
６
０

　
　
　

０
２
８
７
（
３
９
）３
０
０
１

　

障
害
者
の
自
立
と
文
化
活
動
へ
の
参
加

を
通
し
て
、
県
民
の
間
に
広
く
障
害
者
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
期
　
日　

11
月
２
日（
金
）・
３
日（
土
）

●
場
　
所　

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ　

わ
か
く
さ
ア
リ
ー

　

ナ（
宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐
６
）

●
開
催
内
容　

芸
能
発
表
、
作
品
展
、
製

　

作
品
販
売
、
模
擬
店
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

な
ど（
作
品
展
に
つ
い
て
は
、
展
示
ス

　

ペ
ー
ス
の
都
合
で
、
す
べ
て
展
示
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
参
加
申
込

 

・
施
設
、
事
業
所
、
学
校
、
病
院
な
ど
が

　

申
し
込
む
場
合
は
申
込
書
を
実
行
委
員

　

会
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

　

し
込
み
。
申
込
期
限
は
８
月
23
日（
木
）

　

ま
で
。

 

・
在
宅
の
方
が
申
し
込
む
場
合
は
申
込
書

　

を
市
福
祉
課
福
祉
支
援
係
へ
提
出
。

　

申
込
期
限
は
８
月
22
日（
水
）ま
で
。

※

申
込
書
は
、
市
福
祉
課
福
祉
支
援
係
の

　

窓
口
ま
た
は
市
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
障
害
者
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

　

務
局（
県
障
害
福
祉
課
企
画
推
進
担
当
）

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
４
９
０

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
０
５
２

　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
再
判
定
お
よ
び

相
談
を
巡
回
し
て
行
う「
動
く
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

●
日
　
時　

12
月
４
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
場
　
所　

那
須
塩
原
市
西
那
須
野
保
健

　

セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

療
育
手
帳
の
再
判
定
お
よ
び

　

心
理
判
定
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

　

法
士
、
言
語
療
法
士
、
保
健
師
、
ケ
ー

　

ス
ワ
ー
カ
ー
ら
に
よ
る
生
活
相
談
な
ど

●
対
象
者　

18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
と

　

そ
の
保
護
者

●
定
　
員　

９
名

●
申
込
方
法　

10
月
19
日（
金
）ま
で
に
福

　

祉
課
福
祉
支
援
係
へ
、
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　  

　
１
階

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

足
の
血
圧
で
わ
か
る
脳
や
心

筋
梗
塞
の
危
険
度

-Take ! ABI2012-

栃
木
県
障
害
者
文
化
祭（
カ
ル

フ
ル
と
ち
ぎ2012

こ
こ
ろ
の

つ
ど
い
）開
催

「
動
く
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
」開
設

保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
相
談

日　時 場　所
９月６日(木)
10 : 00 ～ 11 : 30

内　　容
大田原
保健センター

身長と体重測定、
育児相談

持ち物

日　時 場　所
９月６日(木)
９ : 15 ～ 11 : 30

内　　容
黒羽
保健センター ウオーキング

■問い合わせ　　１階　健康政策課成人健康係 ためして運動塾 （２３）７６０１　

■問い合わせ　　１階　子ども幸福課母子健康係 
（２３）８６３４

日　時 場　所
９月５日(水)
９ : 30 ～ 11 : 15

内　　容
大田原
保健センター 母子健康手帳

持ち物

講話、実習
（デモンストレーション）

■問い合わせ　　１階　子ども幸福課母子健康係 

乳幼児健康相談

（２３）８６３４ ※事前電話予約もぐもぐごっくん教室

母子健康手帳
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市内の各幼稚園では『預かり保育』『子育て相談』『未就園児親子教室』などの子育て支援事
業を行っています。支援事業の内容は各幼稚園で異なりますので、ご利用の際は各幼稚園
にご確認ください。

■問い合わせ　　１階
　子ども幸福課保育係　　 (23)8769
　各幼稚園　下表参照

《上記以外に全幼稚園が実施している事業》
  子育て相談（随時）、春・夏・冬休み預かり保育、園地･園舎開放､学童保育（放課後～18:00）
＊詳細につきましては、各幼稚園にお問い合わせください。＊預かり保育は各幼稚園の教諭が担当します。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

私たちが
応援します

私立幼稚園平成25年度 園児募集  ～平成25年４月入園～
●募集園児　満３歳以上のお子さん※満３歳の誕生日前でも子育て支援として受け入れています。
●受付開始　９月３日(月)～　※定員になり次第締め切り。詳細は各幼稚園へお問い合わせください。
●申込方法　入園を希望する幼稚園に直接お申し込みください。
●補  助  金　国・県・市から「私立幼稚園就園奨励費補助金」が各世帯の所得に応じて交付されます。
　　　　　　また、３歳未満児(２歳児)へ月1000円の補助金が支給されます。補助金の申請は、各幼
　　　　　　稚園で配布される申請書で手続きをしてください。

子育て支援による
3歳未満児への補助金

保育園から幼稚園へ転園する児童への補助制度　
保育園での待機児童の解消を目的として、保育園に在園している児童が幼稚園
に転園する際、保護者の費用負担を軽減するために補助制度を設けています。
各補助制度の相談などは、子ども幸福課保育係までお問い合わせください。

○保育園から幼稚園に転園した幼児が、長期預かり保育を
　利用した場合、日数に応じて幼稚園に補助　日額 1,000 円　
　（ただし、長期休業時の預かり保育の保育料を上限とする）

○保育園から幼稚園に転園した幼児が、通常の預かり保育を
　利用した場合、日数に応じて幼稚園に補助　日額    250 円
　（ただし、預かり保育の保育料を上限とする）

○保育園から幼稚園に転園した幼児
　1人当たり１回を限度として負担実額を補助

○保育園から幼稚園に転園した幼児
　・市民税所得割が 77,100 円以下の世帯　　年額 50,000 円

○保育園から幼稚園に転園した 3歳未満の幼児
　・市民税所得割が 77,100 円以下の世帯　　月額 15,000 円
　・市民税所得割が 77,100 円を超える世帯　月額   8,000 円

保
護
者

保
護
者
保
護
者

幼
稚
園

幼
稚
園

預かり保育に対する
補助金（長期休業時）

預かり保育に対する
補助金（通常）

入園料に対する補助金

保育園から幼稚園へ転園
する 3～ 5歳児への補助金

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

聖家幼稚園　　　　(22)3224
http://www.catholic-gakuen.ed.jp
/seika/

野崎幼稚園　　　　(29)0959
http://nozakiyouchien.com

ひかり幼稚園　　　(23)5533
http://www.hikari-k.ed.jp

ふたば幼稚園　　　(22)5555
　  futabayo@aol.com

黒羽幼稚園　　　　(54)0471
http://www.kurobane-kinder.com/

明星館幼稚園　　　(54)2371
　  myoujyoukan-kg@honey.ocn.ne.jp

なでしこ幼稚園　　(23)3741
http://web.me.com/nadeshiko.kinder/

月～金
18:00まで

月～金
18:00まで

月～金
7:30～18:00

月～金
7:30～18:00

月～土
7:30～18:00

月～土
7:30～18:00

月1～2回
曜日不定

10:00～11:30

月1～2回
10:00～11:30
要申し込み

５月～１月
土曜日

10:00～11:20

月2～4回
要電話連絡

月1～2回
10:00～11:30

月１回
要電話連絡

スポーツクラブ
プライマリークラス
ピアノ教室、空手教室
体操教室
パソコン教室
サッカー教室

英語教室、バレエ教室
サッカースクール
コンピューター教室

中学生･高校生体験受入
サッカー教室、ピアノ教室

月～金
7:30～18:00

英語教室、ピアノ教室
小学生土曜学校

幼稚園名 預かり保育 未就園児親子教室 その他

家庭教育、子育てなど保護者や
祖父母を対象に講話(年４回)、
ピアノ、習字、ソロバン

項　　目 対　象 対象園児と補助内容
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

６
月
１
日
現
在
の
現
況
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
子
ど
も
幸
福
課
ま
た
は
各
支

所
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

10
月
定
期
支
払
分
か
ら
支
給
停
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　　

１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

●
日
　
時

　

10
月
６
日（
土
）※
雨
天
決
行

　

女
子　

10
時  

出
走

　

男
子　

11
時
15
分  

出
走

●
場
　
所　

大
田
原
市
内
駅
伝
コ
ー
ス

　
（
ふ
れ
あ
い
の
丘
周
辺
）

●
競
技
内
容　

　

女
子
の
部　

５
区
10
・
６
ｋ
ｍ

　

男
子
の
部　

７
区
20
・
０
ｋ
ｍ

●
参
加
資
格

 

・
高
校
生
以
上

 

・
活
動
拠
点
が
大
田
原
市
で
あ
る
こ
と（
高

　

校
・
大
学
・
企
業
・
ク
ラ
ブ
な
ど
）

※
選
手
の
ほ
か
５
名
の
付
添
が
必
要

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

９
月
10
日
ま
で
に
県
北
体

　

育
館
窓
口
に
て
直
接
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
日
　
時　

10
月
21
日（
日
）９
時
出
走

※
小
雨
決
行

●
場
　
所　

美
原
公
園
陸
上
競
技
場

●
競
技
内
容

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー（
10
名
以
上
）が
バ
ト

　

ン
タ
ッ
チ
し
な
が
ら
42
・
１
９
５
ｋ
ｍ

　

を
走
り
、
タ
イ
ム
を
競
う
。

●
対
　
象　

　

小
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤

●
定
　
員　

先
着
10
チ
ー
ム

●
参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

３
０
０
０
円（
保
険
料
込
）

●
申
込
期
限　

９
月
20
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
陸
上
競
技
協
会

　

み
ん
な
で
つ
な
い
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
実

　

行
委
員
長　

松
本  

正

　
　
　
（
２
３
）５
０
３
８

　
　
　
（
２
３
）５
６
０
６

●
日
　
時　

９
月
30
日（
日
）

●
場
　
所　

那
須
野
ヶ
原
Ｃ
Ｃ

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
変
則
ス
ト
ロ
ー

　

ク
プ
レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

※
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
ワ
ン
オ
ン
し
な
か
っ

　

た
場
合
に
は
、
１
ホ
ー
ル
２
０
０
円
の

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
使
用
テ
ィ
ー　

男
子
：
白
、
女
子
：
赤

　

シ
ニ
ア（
70
歳
以
上
）：
黄

●
表
　
彰

　

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
〜
10
位

　

そ
の
他
飛
賞

※
表
彰
式
時
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク

　

シ
ョ
ン
を
開
催

●
定
　
員　

30
組（
１
２
０
名
）

●
プ
レ
ー
費　

８
０
０
０
円（
セ
ル
フ
プ

　

レ
ー
・
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
費
・
消
費

　

税
込
）

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
０
円

※

プ
レ
ー
費
と
併
せ
て
当
日
支
払
い

●
申
込
方
法　

９
月
14
日（
金
）ま
で
に
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
那
須
野
ヶ
原
Ｃ
Ｃ

　

に
直
接
申
し
込
み
。

　
　
　
（
２
３
）１
１
０
１

　
　
　
（
２
３
）２
２
２
１

●
そ
の
他

 

・
福
島
県
か
ら
５
組
招
待
予
定

 

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
被
災
地
へ
の
支

　

援
金
と
し
て
寄
付
す
る
予
定

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

＜  ８月15日（水）～９月15日（土）＞

子育てサロン　★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場　★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター　★開設時間　9:00~12:00、13:00~16:00

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離
さないようお願いします。

木曜日
休館日：８/16、23

火･木･金･第１土曜日（９月のみ）
※８/30は正午まで

火曜日
休館日：９/11

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

月・水曜日
休館日：８/15

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園内)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館内)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園内)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園内)

月～金曜日
休館日：８/15、16

月～金曜日
休館日：８/15、16

月～金曜日

月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

■問い合わせ　　１階
子ども幸福課子育て支援係
　　　　　（２３ ）８９３２

●生後４カ月すぎの赤ちゃんから就学前までのお子さんと保護者の親子交流の場です。

児
童
手
当
の
現
況
届
は

お
済
み
で
す
か

第
55
回
市
内
駅
伝
競
争
大
会

一
般
の
部
参
加
者
募
集

第
３
回
み
ん
な
で
つ
な
い
で

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

８月　月・水・金・第４土曜日
９月　月・水・金・第３土曜日
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●
日
　
時　

９
月
22
日（
土
・
祝
）

●
場
　
所　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
競
技
方
法

　

原
則
１
チ
ー
ム
４
名
と
し
団
体
チ
ー
ム

　

上
位
３
名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
合
計
で
順

　

位
決
定
。
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

　

レ
ー
、
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
の
ロ
ー
カ
ル

　

ル
ー
ル
採
用
。

※
１
企
業
複
数
チ
ー
ム
参
加
可

●
部
　
門

　

団
体
の
部（
ペ
リ
ア
）

　

個
人
の
部（
新
ペ
リ
ア
）

●
使
用
テ
ィ
ー

　

男
子　

レ
ギ
ュ
ラ
ー

　

女
子　

レ
デ
ィ
ー
ス

　

70
歳
以
上　

シ
ニ
ア

●
表
　
彰

　

競
技
終
了
後
に
同
ク
ラ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン

　

で
行
わ
れ
る
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上

　

で
表
彰
。

●
参
加
資
格

　

市
内
企
業
お
よ
び
、
そ
の
市
外
関
連
企

　

業（
競
技
参
加
者
が
無
資
格
と
判
明
し

　

た
場
合
は
失
格
）

●
定
　
員　

1
2
0
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

1
人
1
0
0
0
円

※
プ
レ
ー
費
と
併
せ
て
当
日
支
払
い

●
プ
レ
ー
費　

９
０
０
０
円（
セ
ル
フ
プ

　

レ
ー
、
昼
食
付
、
諸
経
費
込
み
）

●
申
込
方
法　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
９

　

月
12
日（
水
）ま
で
に
直
接
申
し
込
み
。

　
　
　
（
２
８
）１
１
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　
　
　

●
日
　
時　

10
月
８
日（
月
・
体
育
の
日
）

　

雨
天
決
行

●
会
　
場　

琵
琶
池
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

　

レ
ー
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
オ
ー
ル
６
イ

　

ン
チ
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
採
用
。

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内

　

在
勤
し
て
い
る
方
。

●
定
　
員　

１
６
０
名

●
参
加
費　
　

３
０
０
０
円

●
プ
レ
ー
費　

９
８
０
０
円

　
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
・
昼
食
・
諸
費
用
込
）

●
申
込
方
法　

県
北
体
育
館
お
よ
び
市
内

　

９
ゴ
ル
フ
場
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
３
０

　

０
０
円
の
う
ち
、
受
付
金
２
０
０
０
円

　

を
添
え
て
申
し
込
み
。
な
お
、
残
り
１

　

０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
当
日
プ
レ
ー

　

費
と
併
せ
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
電

　

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
は
不
可
。
定
員

　

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
申
込
期
間

 

・
県
北
体
育
館

　

８
月
27
日（
月
）〜
９
月
24
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
８
月
27
日
は
午
前
10
時
〜
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

 

・
市
内
９
ゴ
ル
フ
場

　

８
月
27
日（
月
）〜
９
月
24
日（
月
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　
（
８
月
27
日
は
午
前
10
時
〜
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

琵
琶
池
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　
（
２
８
）２
６
２
５

　

本
県
チ
ー
ム
の『
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
』も
対
戦

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
部
リ
ー
グ
観
戦
は
有
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め

の
う
え
、
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

●
チ
ケ
ッ
ト
金
額

 

・
一　

般　

前
売
券 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
券 

１
２
０
０
円

 

・
中
高
生　

前
売
券 　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
券 　

８
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

　

イ
ー
プ
ラ
ス
で
も
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
）

　

大
田
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長

　

阿
久
津

　
　
　

０
９
０（
２
２
０
２
）２
５
６
１

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

第
45
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
１
部
第
９
節
大
田
原
大
会

第２試合
13：00 ～

Ｈｏｎｄａ
（栃木県）

トヨタ自動車
（愛知県）ｖｓ

10 月 13 日
（土）

10 月 14 日
（日）

第 1試合
10：30 ～

第 1試合
10：30 ～

第２試合
13：00 ～

ルネサス
（群馬県）

日立マクセル
（京都府）
日立マクセル
（京都府）

トヨタ自動車
（愛知県）

ルネサス
（群馬県）

Ｈｏｎｄａ
（栃木県）

ｖｓ

ｖｓ

ｖｓ

対　戦　日　程　表

2012

市
長
杯
争
奪
第
２
回

企
業
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

第
36
回
市
民
芭
蕉
ゴ
ル
フ
大
会

ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。
　６月 12 日、栃木県プロゴルフ会主催
の「フィランスロピー・チャリティーゴ
ルフ大会」が、千成ゴルフクラブにおい
て開催され、県内のプロ 20名、アマチュ
ア 58 名の参加をいただき、大会参加費
の一部およびオークション収益金がチャ
リティーされました。
　「フィランスロピー」のテーマである
「友愛」「博愛」の精神により、地域に貢献する目的とし
て毎年各地でチャリティー大会が行われています。
　今回は、本市での開催のため栃木県プロゴルフ会森
口会長から津久井市長に寄附金 346,525 円が手渡され
ました。寄附金は、市政発展のために有効利用させて
いただきます。ありがとうございました。
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●
日
　
時

　

９
月
18
日（
火
）〜
10
月
19
日（
金
）

　

毎
週
火
・
金
曜
日（
全
10
回
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●
場
　
所　

黒
羽
体
育
館
格
技
場

●
講
　
師
　
日
本
空
手
協
会

　

黒
羽
支
部
長　

草
崎
敏
夫

　

県
本
部
資
格
部
副
部
長　

高
木
研
策

●
対
　
象

　

幼
児
〜
一
般（
高
齢
者
可
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
費（
保
険
料
込
み
）

　

中
学
生
以
下　

２
０
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

３
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

９
月
11
日（
火
）ま
で
に
県

　

北
体
育
館
ま
た
は
黒
羽
体
育
館
に
て
、

　

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
市
体
育
協
会
空
手
道
部
長

　

川
嶋
稔

　
　
　

０
９
０（
３
０
８
４
）７
６
０
７

　

館
内
清
掃
と
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お

り
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
臨
時
休
館
期
間

　

９
月
３
日（
月
）〜
10
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
２

　

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
（
２
４
）０
７
７
８

　

那
須
地
区
の
各
中
学
校
代
表
26
名
が
熱

く
自
分
の
思
い
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

会
場
で
若
者
の
主
張
を
お
聞
き
下
さ
い
。

「
わ
か
も
の
の
思
い
は
今
！
わ
か
も
の
の

心
を
知
ろ
う
！
」

●
日
　
時　

９
月
11
日（
火
）

　

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

●
場
　
所　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
地
区
青
少
年
育
成
推
進
連
絡
協
議
会

　
（
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
（
２
３
）２
１
７
３

　

私
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
那
珂
川
、
箒

川
は
、
水
が
き
れ
い
で
、
多
種
多
様
な
魚

種
が
生
息
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
捕
り
の
方

法
が
こ
の
地
方
独
自
で
、
先
人
に
よ
り
研

究
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
、
そ
の
漁
法

が
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
で
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
栃
木
県

立
博
物
館
で
は
、
そ
れ
ら
の
伝
統
的
な
漁

撈
用
具
の
収
集
保
存
す
る
た
め
に
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
漁
撈
用
具
を
も
っ
て

い
る
方
、
今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
魚
の
漁
法
を
知
っ
て
い
る
方
、
昔
使
わ

れ
た
道
具
を
お
持
ち
の
方
が
お
り
ま
し
た

ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
近
年
販
売
さ
れ
て
い
る
工
場
製
の
鮎
釣

　

り
用
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
や
カ
ー
ボ

　

ン
製
の
釣
り
竿
は
、
調
査
対
象
外

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
博
物
館

　
　
　

０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
３

　

市
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　
　
　

●
日
　
時　

９
月
９
日（
日
）　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
講
師
・
演
題
　
田
部
井  

淳
子  

氏
　

　
「
人
生
は
８
合
目
か
ら
が
お
も
し
ろ
い
」

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

登
山
家
。
福
島
県
三
春
町
出
身
。

　

１
９
７
５
年
、
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
女
子

　

登
山
隊
副
隊
長
兼
登
攀
隊
長
と
し
て
世

　

界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
８
８
４
８
ｍ
に
、

　

女
性
世
界
初
の
登
頂
に
成
功
。
１
９
９

　

２
年
に
は
、
女
性
世
界
初
の
７
大
陸
最

　

高
峰
登
頂
者
と
な
る
。

　

現
在
は
、
年
数
回
の
海
外
登
山
に
出
か

　

け
、
今
ま
で
に
60
カ
国
の
最
高
峰
・
最

　

高
地
点
を
登
頂
。
20
〜
40
代
女
性
の
た

　

め
の
山
の
会
Ｍ
Ｊ
リ
ン
ク
呼
び
か
け
人
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン

　

チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
代
表
。

●
入
場
料　

無
料

●
主
　
催　

大
田
原
市

　

大
田
原
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階
　

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

●
開
校
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

　

10
月
13
日（
土
）・
20
日（
土
）・
28
日（
日
） 

　

11
月
４
日（
日
）の
全
４
回

●
申
込
期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

●
場
　
所　

　

栃
木
県
立
黒
羽
高
等
学
校　

講
義
室
２

●
テ
ー
マ　

地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
年

　

中
行
事
や
民
間
信
仰
を
通
し
て
、
地
域

　

文
化
の
重
要
性
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

●
講
　
師

　

木
村 

康
夫 

氏（
大
田
原
市
風
土
記
の
丘

　

資
料
館
館
長
、
那
須
文
化
研
究
会
会
長
）

●
参
加
料　

無
料

●
定
　
員　
30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
黒
羽
高
等
学
校

　
　
　
（
５
４
）０
１
７
９

第
35
回
少
年
の
主
張
発
表

那
須
地
区
大
会
開
催

那
珂
川
で
使
わ
れ
た
漁
撈
用
具（
魚

捕
り
の
道
具
）を
調
査
し
て
い
ま
す

ぎ
ょ
ろ
う

〝
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

　
　
　
　
　
大
田
原
の
つ
ど
い
〞

　「
自
分
ら
し
く

　   

で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
」

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル

臨
時
休
館

大
田
原
市
空
手
道
黒
羽
教
室

参
加
者
募
集

黒
羽
高
等
学
校
　
学
校
開
放

講
座（
ア
カ
デ
ミ
ア
と
ち
ぎ
）

「
那
須
野
が
原
文
化
を
探
る
」

受
講
者
募
集
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さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
課
題
を
抱
え
て
い

る
若
者
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
日
　
時　

　

集
合  

９
月
６
日（
木
） 
午
前
９
時
30
分

　
解
散  

９
月
７
日（
金
） 

午
後
４
時
30
分

●
場
　
所

　

鳥
の
目
河
川
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
那
須
塩
原
市
鳥
野
目
3
9
1
‐
1
）

●
内
　
容
　
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
、
バ
ー
ベ

　

キ
ュ
ー
、
自
然
体
験
学
習
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習
な
ど

●
対
　
象　

県
北
地
域
に
在
住
の
39
歳
以 

　

下
の
若
年
者

●
定
　
員
　
10
名　

●
参
加
費　

２
５
０
０
円
以
内

●
申
込
締
切　

８
月
31
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン（
N
P
O
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
）

　
　
　

０
２
８
７
（
４
７
）５
２
０
０

●
日
　
時　

９
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　

黒
羽
芭
蕉
の
館
研
修
室
、
当
館
周
辺

●
内
　
容

 

・
講
話（
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
）

　
「
食
べ
ら
れ
る
野
草
か
ら
み
た

　

  

ひ
な
た
の
植
物
と
ひ
か
げ
の
植
物 

」

 

・
食
べ
ら
れ
る
野
草
観
察
会（
午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午
）

※
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録
講
座
と

　

な
っ
て
い
ま
す

●
講
　
師　

　

小
西  

照
男  

氏（
自
然
観
察
指
導
員
）

●
定
　
員
　
30
名

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

無
料

●
持
参
す
る
も
の
　
採
集
物
を
入
れ
る
ビ 

　

ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用
具

●
申
込
方
法
　
８
月
17
日（
金
）か
ら
９
月

　

７
日（
金
）ま
で
に
、
黒
羽
芭
蕉
の
館
の

　

窓
口
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

　
　
　
（
５
４
）４
１
８
８

●
日
　
時　

10
月
２
日（
火
）

　

集
合  

午
前
８
時
45
分
、
出
発 

午
前
９
時
、 

　

解
散  

午
後
４
時

●
集
合
場
所

　

那
須
与
一
伝
承
館　

北
側
駐
車
場

●
コ
ー
ス
　
光
厳
寺
、
駒
込
の
池（
鵜
黒

　

の
柵
）、
那
須
与
一
伝
承
館
、
玄
性
寺
、

　

永
興
寺
、
福
原
城
跡
・
福
原
千
手
院
跡
、

　

那
須
官
衙
跡
、
那
須
神
社　

●
対
　
象
　
中
学
生
以
上
の
市
民

●
定
　
員　

29
名（
先
着
順
に
受
け
付
け
、  

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
、
冊
子
、

　

保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

９
月
３
日（
月
）か
ら
９
月

　

21
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
受
付
開
始　

９
月
３
日（
月
）〜

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　
（
財
）大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　
　
　
（
２
３
）４
８
５
７

　

大
田
原
労
政
事
務
所
で
は
、
労
働
問
題

に
関
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
、

労
使
関
係
の
安
定
と
労
働
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
労
使
を
対
象
と
し
た
労
働
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

10
月
５
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

交
流
ホ
ー
ル

●
内
　
容

　「
パ
ワ
ハ
ラ
・
職
場
い
じ
め
と
メ
ン
タ
ル

　

問
題
」

●
講
　
師　

オ
フ
ィ
ス
プ
リ
ズ
ム

　

代
表　

涌
井  

美
和
子  

氏

　
（
臨
床
心
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）

●
対
　
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可

●
参
加
費　

無
料

●
定
　
員
　
１
０
０
名　

●
申
込
方
法

　

９
月
20
日（
木
）ま
で
に
栃
木
県
大
田
原

　

労
政
事
務
所
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
労
政
事
務
所

　
　
　
（
２
２
）4
1
5
8

　
　
　

otaw
ara-roj@

pref.tochigi.lg.jp

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
サ
ポ
ス
テ

キ
ャ
ン
プ2012

」参
加
者
募
集

黒
羽
芭
蕉
の
館

「
食
べ
ら
れ
る
野
草
観
察
会
」

那
須
与
一
公
ゆ
か
り
の
地
巡
り

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

（
財
）大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

労
働
教
育
講
座
受
講
生
募
集

10 月 14 日（日）

午後１時～

11 月 18 日（日）

午前９時～

さつま芋掘り

栗きんとん作り

こんにゃく作り

日　　時 内　　容 体　験　場　所
募集
人数

20 人

20 人

参加
費用

1,000 円

   500 円

大田原市片田（ポッポ農園）

湯津上農村環境改善センター

須賀川出張所

【農業体験日程表】

※詳細は後日参加者に連絡
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お知らせ・天文館

地区名 集落
協定数

参加
農家戸数 交付金（円）

黒羽地区

両郷地区

合計

５

６

11

48

27

75

8,611,730

7,476,490

16,088,220

平成 23 年度　集落協定締結状況
および交付金支払状況

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所

　
　
　
（
２
２
）２
９
４
０

　

市
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
連
絡
協
議
会
で

は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防

止
の
た
め
、
防
護
柵
等
の
資
材
購
入
に
対

す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
黒
羽
、
両
郷
、
須
賀
川
地
区

　

に
お
け
る
農
作
物
の
生
産
者

※
複
数
名
や
集
落
単
位
で
の
申
請
も
可

●
対
象
要
件
　
平
成
24
年
度
に
イ
ノ
シ
シ

　

防
護
柵（
電
気
柵
、
ト
タ
ン
板
、
ワ
イ

　

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
）を
新
規
に
購
入

　
（
買
い
換
え
も
含
む
）し
設
置
す
る
場
合

●
申
請
方
法
　
農
林
整
備
課
ま
た
は
黒
羽

　

支
所
総
合
窓
口
課
に
備
え
付
け
の
申
請

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
書
類

　

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
防
護
柵
資
材
の
見
積
書（
写
し
）

 
・
設
置
箇
所
が
分
か
る
図
面

●
補
助
金
の
額　

資
材
購
入
費
の
３
分
の

　

２（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
取
付
・
設
置
費
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ
　
　
３
階

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

　

黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
２

　

中
山
間
地
域
と
は
平
野
部
の
外
縁
部
か

ら
山
間
地
に
至
る
地
域
で
、
本
市
で
は
黒

羽
地
区
の
一
部
と
両
郷
地
区
、
須
賀
川
地

区
が
該
当
し
ま
す
。

　

河
川
流
域
の
上
流
部
に
位
置
す
る
中
山

間
地
域
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
、
洪
水
防

止
機
能
、
土
壌
の
浸
食
・
崩
壊
の
防
止
機

能
な
ど
の
多
面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流

域
の
住
民
を
含
む
多
く
の
住
民
の
生
命
や

財
産
、
豊
か
な
く
ら
し
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
で
は
他

の
地
域
よ
り
高
齢
化
が
進
み
、
自
然
的
・

経
済
的
・
社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
多
面
的
機

能
が
低
下
し
、
地
域
住
民
全
体
に
と
っ
て

大
き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
中
山
間

地
域
の
農
業
生
産
を
維
持
し
、
多
面
的
機

能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
12
年
度
か

ら「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
協
定
を
締
結
し
た
集
落
は
、
集
落

の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
計
画
書
の
作
成
、

耕
作
放
棄
防
止
な
ど
の
活
動
、
水
路
・
農

道
な
ど
の
管
理
活
動
、
多
面
的
機
能
を
増

進
す
る
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、
国
・

県
・
市
か
ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
３
階

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

●
日
　
時

 

・
１
回
目　

９
月
15
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
15
分

 

・
２
回
目　

９
月
22
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
15
分

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

●
内
　
容　
「
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ

　

ラ
の
経
験
は
あ
る
が
、
星
の
写
真
は
撮

　

っ
た
こ
と
が
な
い
」と
い
う
方
が
対
象

　

で
す
。
望
遠
鏡
な
ど
専
用
の
機
材
を
使

　

わ
な
く
て
も
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
で

　

す
。
一
般
の
カ
メ
ラ
機
材
で
ど
こ
ま
で

　

星
の
写
真
が
撮
れ
る
か
、
こ
れ
を
機
会

　

に
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
当
日
の
天
候
に
よ
っ
て
内
容
を
一
部
変

　

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
対
　
象　

中
学
生
以
上
で
、
デ
ジ
タ
ル

　

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
一
式（
三
脚
、
レ
リ
ー

　

ズ
含
む
）を
所
有
し
て
お
り
、
２
回
講

　

座
を
受
講
可
能
な
方
。
中
学
生
、
高
校

　

生
は
保
護
者
同
伴
。

●
定
　
員　

10
名（
先
着
順
）　

●
参
加
費　

大
人 

１
名
６
０
０
円

　

中
学
生 

１
名
２
０
０
円（
２
回
分
の
入

　

館
料
と
し
て
）

●
申
込
方
法　

8
月
22
日（
水
）か
ら
、
電

　

話
ま
た
は
直
接
、
左
記
ま
で
申
し
込
み
。

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

　
　
　
（
２
８
）３
２
５
４

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験会場

防衛医科大学校

防衛
大学校

推薦

総合選抜
一般

（前期）

一般
（後期）

看護学生

日本国籍を有する
21 歳未満の高卒
（見込含む）の方

※推薦は学校長の
　推薦が必要

日本国籍を有する
24 歳未満の高卒
（見込含む）の方

９月３日（月）
～10 月１日（月）

９月３日（月）
～９月５日（水）

９月３日（月）
～10 月１日（月）

９月３日（月）
～10 月１日（月）

１月 23 日（水）
～２月１日（金）

10 月 27 日（土）および
10 月 28 日（日）
９月 29 日（土）および
９月 30 日（日）
９月 29 日（土）
11 月 10 日（土）および
11 月 11 日（日）

３月２日（土）

10 月 20 日（土）

宇都宮市

神奈川県
横須賀市

（防衛大学校）

神奈川県
横須賀市

（防衛大学校）

宇都宮市

大田原市
（予定）

自
衛
官
募
集

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
設
置
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
の
支
払
い
状
況

ふ
れ
あ
い
の
丘
　
天
文
館
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
の
丘
　
天
文
館
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
の
丘
　
天
文
館
だ
よ
り

天
体
写
真
講
座『
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ

で
撮
る
秋
の
星
空
！
』参
加
者
募
集

天
体
写
真
講
座『
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ

で
撮
る
秋
の
星
空
！
』参
加
者
募
集
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ピアートホール・図書館

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560 (59)0855

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

９月の図書館カレンダー９月の図書館カレンダー 休館日休館日

水

５
12
19
26

木

６
13
20
27

土
１
８
15
22
29

月
　
３
10
17
24

金

７
14
21
28

日

２
９
16
23
30

火

４
11
18
25

水

５
12
19
26

木

６
13
20
27

土
1
8
15
22
29

月
　
３
10
17
24

金

７
14
21
28

日
　
２
９
16
23
30

火

４
11
18
25

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

●日　時　９月２日(日)、９月16日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　９月８日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

●日　時　９月９日(日)  午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

コアラおはなし会

20,539人(734人)

4,416人(158人)

7,508人(268人)

1,549人(  55人) 6,669冊

5,557点

1,432点

80点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数(1日平均)
37,499冊
本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分
大田原

黒　羽

1,536人(  55人) 149人(    5人) 461冊湯津上

７
月
の
統
計

●日　時　９月 15 日(土)
　　　　　午後２時開場／午後２時 30 分開演
●会　場　大田原市ピアートホール
●入場料　3,000 円(全席指定)
　　　　　※入場は就学児以上とさせていただきます。
●チケット発売
　８月 17 日（金）　午前 10 時発売開始
○プレイガイド(チケット販売場所)
　大田原市ピアートホール　　　　　（５９）０８５６
　ハートブックス本店　　　　　　　（２２）２０３６
　ハートブックスなすの店　　　　　（２０）３０６０
　ハートブックス黒磯店　　　
　　　　　　　　　　　　　０２８７（６２）１６１６
　弓座呉服店　　　　　　　　　　　（５９）０５１３
　商美社　　　　　　　　　　　　　（５４）０００３
　キャプテンハウスおおもり　　　　（５７）０１０８　
　ミモリレコード（那須塩原市）　　　（３６）０７１２
　金子書店（那須町）　　　　０２８７（７２）０１２８
●電話予約
　８月 17 日（金） 　午後１時受付開始
※窓口販売優先のため完売の際はご了承ください。

■電話予約・問い合わせ　
　　大田原市ピアートホール
　   　　　　　　（５９）０８５６

♪大田原市ピアートホール♪ 松原のぶえコンサート松原のぶえコンサート松原のぶえコンサート
1979 年のデビュー曲『おんなの出船』を皮切りに、日本レコード大賞・美空ひばり賞に代表される
さまざまな音楽賞を獲得している実力派女性演歌歌手の歌謡コンサートです。
クセのない、安定した歌唱力でお届けする名曲の数々をぜひご堪能ください。
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伝承館・彫刻周遊

　この作品は、金田北地区公民館の南側にある植
え込みの中に設置されています。
　中央に顔の様な形をした円形のパーツがあり、
向かって右側には顔と同じくらいの大きさの楕円
形が二つ重なっています。また、左側は顔の二倍
くらいの大きさのパーツがあります。顔の下には

６つの円が
横に並んで
おり、その
下には４つ
の突起物が
横に並んで
います。
　作者の制
作のスタイ
ルは「まず
石を眺め」
「石から受

けたイメージにそっ
て形を考える」という
ものです。石と自分
が「直感で結びつい
た瞬間」に形が生れる
そうです。また、「こ
の作品の中に一番正
直な今の私自身が潜んでいます」という言葉も残し
ています。言われてみると、中央の顔も、どこと
なく楽しげに見えなくもありません。
　作者は長野県出身の酒井良氏。東京造形大学美

術学科を卒業後、東京
や長野など日本各地の
シンポジウムに参加を
し、当シンポジウムに
参加することになりま
した。現在も筑波大学
で講師をするなどの活
躍をされています。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

39

酒井　良　　日本　　2003 年

生・記録

酒井　良　 氏

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

さかい　   りょう
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収
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ら
、
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杉
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信
書
状
を

紹
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し
ま
す
。

　

本
品
は
、
天
正
二
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一
五
七
四
）霜

月
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十
四
日
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上
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資
胤（
？
〜
一
五
八

三
？
）に
出
さ
れ
た
書
状
で
す
。
寸
法
は

縦
三
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
六
・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
竪
切
紙（
縦
長

に
切
っ
た
紙
で
、
上
杉
氏
な
ど
の
東
国

大
名
が
好
ん
で
用
い
た
も
の
）と
い
う
料

紙
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
条
氏
政（
一
五
三
八
〜
九
〇
）に
よ

る
関
宿
城（
千
葉
県
野
田
市
）攻
撃
を
受

け
て
、
そ
の
救
援
の
た
め
、
天
正
二
年

十
月
に
関
東
に
進
出
し
た
謙
信
は
、
十

一
月
七
日
に
利
根
川
を
越
え
、
鉢
形
城

下（
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
）・
成
田（
埼

玉
県
行
田
市
）・
上
田
領（
長
野
県
上
田
市
）

な
ど
の
北
条
方
の
領
地
を
攻
撃
・
放
火

し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
書
状
で
は
、

謙
信
は
明
日
二
十
五
日
に
小
山（
栃
木
県

小
山
市
）に
進
む
こ
と
を
伝
え
て
、
資
胤

に
参
陣
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、

資
胤
が
謙
信
に
従
っ
た
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
結
局
、
上
杉
方
は
北
条

方
を
攻
め
切
れ
ず
、
越
後
に
退
却
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
こ
の
資
料
は
那
須
与
一
伝
承

館
に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
上
杉
謙
信
書
状

南
軍
関
宿
取
詰
難
儀
之
由
註
進
候
間
、

為
後
詰
令
越
山
、
去
七
日
利
根
越
河
、

鉢
形
城
下
・
成
田
・
上
田
領
悉
放
火
、

直
当
陣
可
打
立
処
、
自
深
谷
如
注
進
者
、

氏
政
敗
北
之
由
候
間
、
利
根
川
越
返
、

新
田
領
令
放
火
、
向
金
山
陣
取
候
処
、

簗
中
江
申
越
分
者
、
関
宿
取
詰
凶
徒
不

追
散
由
候
間
、
足
利
・
館
林
・
新
田
領

悉
放
火
、
一
昨
廿
二
古
井
名
沼
際
江
押

下
陣
取
、昨
日
秀
綱
・
簗
中
相
招
令
談
合
、

明
日
小
山
進
陣
候
、
左
様
ニ
候
得
者
、

敵
陣
十
五
里
不
足
ニ
候
条
、
明
日
ニ
も

一
戦
難
計
候
間
、
片
時
も
早
々
被
打
越
、

有
向
陣
御
稼
簡
要
ニ
候
、
万
吉
重
而
恐
々

謹
言
、

　

霜
月
廿
四
日
刻
申　

謙
信（
花
押
）

　

那
須
修
理
大
夫
殿

　
■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
18
回
〉

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
19
回
〉

上杉謙信書状
（那須家所蔵・当館寄託）

○
上
杉
謙
信
書
状

○
上
杉
謙
信
書
状

う
え
す
ぎ
け
ん
し
ん
し
ょ
じ
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

な      

す     

す
け
た
ね

た
て 

き
り
が
み

ほ
う
じ
ょ
う
う
じ
ま
さ

（
北
條
）

（
簗
田
晴
助
）

（
簗
田
晴
助
）

（
小
山
）

（
越
名
）

（
上
杉
）

（
資
胤
）



平成24年８月15日号25

ハーモニーホール

チケット好評発売中チケット好評発売中
友の会優先電話予約  　　９月13日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ９月15日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ９月17日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ハーモニー寄席「桂歌丸・柳家小三治」●ハーモニー寄席「桂歌丸・柳家小三治」

※入場は就学児以上とさせていただきます。

【演奏予定曲目】
♪モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク
♪クライスラー：美しきロスマリン/ 愛の悲しみ/愛の喜び
♪グリーク：組曲「ホルベアの時代より」
♪ヴィヴァルディ：四季

９月８日(土)/大ホール
午後２時開演

日時・会場

●クラシック・サマーシリーズ⑪
　Ｎ響ソロ・コンサートマスター堀正文が主宰する
　Ｎ響室内合奏団演奏会

●クラシック・サマーシリーズ⑪
　Ｎ響ソロ・コンサートマスター堀正文が主宰する
　Ｎ響室内合奏団演奏会

一般 3,500円
　　(友の会 3,200円)
学生 2,000円
　　（大学生以下）

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場 ８月25日(土)/大ホール

大人 1,300円(友の会 1,200円)
小・中学生    500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後２時  公開クリニック
午後３時  コンサート

※入場は就学児
　以上とさせて
　いただきます。

●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
●クラシック・サマーシリーズ⑩
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

【共演】 
西那須野中学校
吹奏楽部

ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブルブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

堀　正文堀　正文

チ ケ ッ ト
全 席 指 定 一般 3,000円(友の会 2,700円)

那須野が原ハーモニーホールでは、当ホール主催の
事業に限り、安心して公演をお楽しみいただくために、
公演中の託児サービスを行っています。
　　　　料金：お子さま１人　2,000円
　　　　対象：満２歳以上のお子さま
※ご希望の方は、公演の10日前までにお申し込みくだ
　さい。

～託児サービスのご案内～

　８月29日（水）～31日（金）の３日間は館内清掃のた
めに臨時休館いたします。
　貸館およびチケットの予約・販売などの業務もお休
みさせていただきます。
　何かとご不便をおかけいたしますが、ご協力くださ
いますようお願いします。

臨時休館のお知らせ

12月11日(火)/大ホール
午後６時30分開演

日時・会場

チケット好評発売中チケット好評発売中
●クラシックサマーシリーズ⑫
　小山実稚恵ピアノ・リサイタルVol.2～ピアノの旅～
●クラシックサマーシリーズ⑫
　小山実稚恵ピアノ・リサイタルVol.2～ピアノの旅～

午後６時30分開演

一般3,300円
　(友の会 3,000円)　　　
学生 1,500円
　（大学生以下）
　※入場は就学児以上とさせていた
　だきます。
●予定曲目
♪バッハ／ブゾーニ：シャコンヌ
♪ワーグナー／リスト：イゾルデの愛の死
♪リスト
　：３つの演奏会用練習曲より  第３曲「ため息」、
　　愛の夢  第３番、パガニーニによる大練習曲より
　　第３番「ラ・カンパネラ（鐘）」
♪フランク：前奏曲、コラールとフーガ
♪ショパン
　：ポロネーズ  第７番「幻想ポロネーズ」作品 61
　　ポロネーズ  第６番「英雄」作品 53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小山実稚恵小山実稚恵小山実稚恵

日時・会場

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

桂　歌丸桂　歌丸 柳家小三治柳家小三治

９月15日(土)/大ホール
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7月29日 こどもテラコッタ教室
（大田原市ふれあいの丘木竹芸館）  

那須野が原国際彫刻シンポジウムに参加し
ている作家の指導を受けながら、34人の子
どもたちがテラコッタ作品を制作。親子で
仲良く協力して、楽しみながら作品を作り
上げました。

７月４日 市老連第20回グラウンド・ゴルフ競技大会
（黒羽総合運動公園）　

グラウンド・ゴルフは、1982年に鳥取県泊村
（現：湯梨浜町）で創案された子供から大人ま
で誰でも楽しめるスポーツで、全国に普及し
幅広い年齢で親しまれています。
参加者は、青空のもと気持ちのいい汗を流し、
上薄葉わかさ会が優勝しました。
クラブでは健康づくりに力を入れ、医療費の
削減に貢献しています。

７月23日 株式会社大田原ツーリズム事務所開き
（大田原市総合文化会館）

大田原市のグリーン･ツーリズム推進事業の一環と
して市が資金を出資し、株式会社大田原ツーリズ
ムを設立しました。代表取締役会長に副市長の永
山林(写真右)､代表取締役社長に(株)ファーム・ア
ンド・ファーム・カンパニー代表取締役社長の藤
井大介氏(写真左)が就任しました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係　   （２３）８７００までご連絡ください。

７月７日 親子体験教室
（親園農村環境改善センター）

地元の食材で料理を作ることで、親子に食の大切
さを感じてもらおうと、大田原市農村生活研究グ
ループ協議会が料理教室を開催しました。12組33
名の親子が参加し、古代米ごはんや鮭のホイル蒸
しなどを親子で楽しみながら作りました。

７月21日 大田原市骨髄バンク登録推進協議会
（那須与一伝承館　多目的ホール）

骨髄移植の意識を高め、普及啓発を図るとともに、
骨髄提供者の確保と骨髄移植の向上に寄与すること
を目的に開催。｢命のボランティア～骨髄バンク～｣
と題した講演会も行われ、参加者は骨髄移植の現状
などについて熱心に耳を傾けていました。
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